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グリーンイノベーション基金事業 

「次世代型太陽電池の開発」 

- ペロブスカイト太陽電池研究開発 - 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

再生可能エネルギー部 

 松原 浩司 
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グリーンイノベーション基金造成の経緯 
脱炭素社会の実現に向けた日本の動き 

２．グリーンイノベーション基金事業の取組 

10月、政府は「2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」と宣言 

12月、経済と環境の好循環を作っていく産業政策として、経済産業省が中心となり、関係府省と連携して
「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」を策定（2021年6月には目標や対策に関す
る戦略を更に具体化） 

2020年 

2021年 

2022年 

2023年 

3月、NEDOに2兆円のグリーンイノベーション基金を造成 
4月、NEDOに「グリーンイノベーション基金事業統括室」を設置 

5月、日本政府が今後10年間に150兆円超の官民GX投資実現を表明 
「GX経済移行債」を創設し、今後10年間に20兆円規模の先行投資支援へ 
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  2月、「GX実現に向けた基本方針」を閣議決定 
  3月、グリーンイノベーション基金を3,000億円積み増し（総額2兆3,000億円へ） 
  5月、「GX推進法」及び「GX脱炭素電源法」が成立 
  7月、「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略」（GX推進戦略）を閣議決定 
  7月、グリーンイノベーション基金を4,564億円積み増し（総額2兆7,564億円へ） 
12月、GX実行会議にて「分野別投資戦略」を取りまとめ 
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2024年 

2月、第1回「GX経済移行債」(10年債・5年債)が約1.6兆円発行される 
  ※以降、2025年7月の第3回まで合計約3.3兆円が発行されている。 
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グリーンイノベーション基金事業の概要 

 「2050年カーボンニュートラル」は、従来の政府方針を大幅に前倒すものであり、並大抵の
努力では実現できないエネルギー・産業部門の構造転換や、大胆な投資によるイノベー
ションといった現行の取組を大幅に加速することが必要。 

 NEDOに基金を造成し、官民で野心的かつ具体的な目標を共有した上で、これに経営課
題として取り組む企業等に対して、最長10年間、研究開発・実証から社会実装までを継続
して支援。 

 研究開発の成果を着実に社会実装に繋げるため、企業経営者に対して経営課題として取
り組むことへのコミットメントを求める仕組みを導入。 

特徴２ 

グリーン成長戦略等と連動し 
野心的かつ具体的な 
2030年目標等を設定 

 

（性能、コスト、生産性、 
導入量、CO2削減量等） 

特徴３ 

企業経営者に対して 
経営課題として取り組む 

コミットメントを求める 
仕組みの導入 

（経営者による国の審議会への出席、 
事業戦略ビジョンの公表、 

インセンティブ措置の導入等） 

特徴１ 

過去にない規模の基金で 
長期間にわたる 

継続的・機動的支援が可能 
 

（最長10年間、従来の研究開発 
プロジェクトの平均規模 
(200億円)以上を目安） 

３．グリーンイノベーション基金事業の概要 

出所：「グリーンイノベーション基金事業の基本方針」（2023年6月27日改定、経済産業省）等を基にNEDO加筆 
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GI基金事業で取り組む20プロジェクト 

 これまで20のプロジェクトを組成し、2兆7,564億円のうち約2兆3,858億円の配分を決定。
公募により実施者を選定し、順次、研究開発を推進。 

４．グリーンイノベーション基金事業で取り組むプロジェクト 

グリーン電力の普及促進等分野（予算総額：2,328億円） 

洋上風力発電の低コスト化 

1,235 
億円 

次世代型太陽電池の開発 

648 
億円 

廃棄物・資源循環分野における 

カーボンニュートラル実現 

445 
億円 

エネルギー構造転換分野（予算総額：1兆3,372.5億円） 

402.7 
億円 

566.4 
億円 

1,684.9 
億円 

1,540.3 
億円 

3,245 
億円 

712.7 
億円 

4,499 
億円 

721.5 
億円 

大規模水素サプライチェーン 

の構築 

再エネ等由来の電力を活用した 

水電解による水素製造 

製鉄プロセスにおける 

水素活用 

燃料アンモニアサプライチェーン 

の構築 

CO2の分離回収等技術開発 CO2を用いた 

コンクリート等製造技術開発 

CO2等を用いた 

燃料製造技術開発 

CO2等を用いた 

プラスチック原料製造技術開発 

2025年7月1日時点 
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GI基金事業で取り組む20プロジェクト 

1,790.1 
億円 

159.2 
億円 

393.4 
億円 

510.8 
億円 

1,510 
億円 

1,901.2 
億円 

1,148.1 
億円 

420 
億円 次世代蓄電池・ 

次世代モーターの開発 

電動車等省エネ化のための 

車載コンピューティング・ 

シミュレーション技術の開発 

スマートモビリティ社会の構築 次世代デジタルインフラの構築 

バイオものづくり技術による 

CO2を直接原料とした 

カーボンリサイクルの推進 

食料・農林水産業の 

CO2等削減・吸収技術の開発 

次世代船舶の開発 次世代航空機の開発 

産業構造転換分野（予算総額：8,157.9億円） 

製造分野における 

熱プロセスの脱炭素化 

325.1 
億円 

４．グリーンイノベーション基金事業で取り組むプロジェクト 

2025年7月1日時点 

 これまで20のプロジェクトを組成し、2兆7,564億円のうち約2兆3,858億円の配分を決定。
公募により実施者を選定し、順次、研究開発を推進。 
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世界の太陽光発電導入量の推移 

世界の太陽光発電累積導入量の推移（DCベース） 

世界の太陽光発電年間導入量の推移（DCベース） 
出典：IEA PVPS Snapshot 2024 

2024年 世界累積導入量：2,247GWDC 

  第1位：中国（1,048GW） 
  第2位：米国（224GW） 
  第3位：インド（125GW） 
  第4位：ドイツ（100GW） 
  第5位：日本（97GW） 
  ※日本は昨年4位（91GW）からダウン。 
 
 
 
2024年 世界年間導入量：456.0GWDC 

  第1位：中国（235.0GW） 
  第2位：米国（33.9GW） 
  第3位：インド（31.9GW） 
  ※日本は第10位（5.5GW） 
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第7次エネルギー基本計画 

第７次エネルギー基本計画（ 2025年2月18日に閣議決定） 
- エネルギーの安定供給と脱炭素を両立させる観点から、再生可能エネルギーを主力電源として最大限
導入する。その際、①地域との共生、②国民負担の抑制、③出力変動への対応、④イノベーションの加
速とサプライチェーン構築、⑤使用済み太陽電池モジュールへの対応などの課題に対応し、再生可能エ
ネルギーの長期安定電源化に取り組む。 

- 2040年度の再生可能エネルギーの電源シェアは、４割から５割程度、そのうち太陽光は23%から
29％程度。 

- 2040年度における電力需要は0.9から1.1兆kWh程度、発電電力量は1.1から1.2兆kWhと試算
（NEDO試算）。これは、FIT導入から2030年度までの約20年で導入する量またはその倍の量を
2030年度から2040年度の10年間で導入していくことになる。 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

累
積
導
入
量

年度

2030年度

（104GWAC～118GWAC)

[GWAC]

2040年度（発電電力量1.1兆kWhのケース）

（204GWAC～223GWAC)

2040年度（発電電力量1.2兆kWhのケース）

（257GWAC～281GWAC)

FIT/FIPによる太陽光発電累積導入量と2030年度、2040年度 導入量 



太陽光発電の導入拡大の必要性と課題 

出典：経済産業省「次世代型太陽電池戦略」（2024年11月） 7 
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2025年7月現在では、27.0% 
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課題例： 

・性能を維持しつつ、大型化・モジュール
化する技術 
・各種耐久性試験のクリア 

太陽光の拡大には、立地制約の克服が鍵。ビル壁面等に設置可能な次世代型太陽電池
（ペロブスカイト太陽電池）の開発が必要。 

具体的には、研究開発段階から、製品化、生産体制等に係る基盤技術開発から実用化・
実証事業まで一気通貫で取り組み、2030年を目途に社会実装を目指す。 

実験室内での超小面積サイズ 実用化サイズの次世代型太陽電池の例 ビル壁面等に太陽光パネルを設置した例 

出典）大成建設 出典）東芝 出典）東京大学 

①実験室レベルでの技術開発 ②製品化に向けた大型化 

課題例： 

・高い性能（変換効率や耐久性）を実
現する材料の探索 
・性能を正確に評価する技術 

③量産化と 
ユーザー連携した実証 

課題例： 

・高い品質を維持する量産技術 
・ユーザー企業等の用途を考慮した製
品化を念頭に置いた実証 

＜実用化に向けた流れと課題＞ 

性能（効率、耐久性）向上 

評価技術 
製造技術 

量産技術 

フィールド実証 

研究開発内容①  
 

次世代型太陽電池基盤技術開発事業 

研究開発内容②  
 

次世代型太陽電池実用化事業 

研究開発内容③  
 

次世代型太陽電池実証事業 

グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池の開発 
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グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池の開発 

研究開発内容①  
 

次世代型太陽電池基盤技術開発事業 

研究開発内容② 
 

次世代型太陽電池実用化事業 

研究開発概要 

ペロブスカイト太陽電池の実用化に向けて、企業などが共通して利用可能な変換効率や
耐久性を両立する要素技術および分析・評価にかかる技術を確立するため、これらの製
造から分析・評価までを一気通貫かつ共同で実施可能な研究基盤の整備および基盤技
術の開発を行い、開発項目２の企業に貢献を行う。また今後の国際的な社会実装に向
けて、国際標準の策定に取り組む。 

 
 ペロブスカイト太陽電池の実用サイズモジュール（900c㎡以上）の作製技術を確立す

るとともに、一定条件下で発電コスト20円/kWh以下を実現する要素技術を確立するた
め、製品レベルの大型化を実現するための各製造プロセス（例えば、塗布工程、電極形
成、封止工程など）の個別要素技術の確立に向けた研究開発を行う。これら研究開発
を行う事業者の目標達成に必要なセルや材料に係る基盤技術開発を大学等が行う。並
行して、テスト的に実証を行い、その結果を性能向上等にフィードバックすることを通じて発
電コストの向上に取り組む。 
 

アウトプット目標 

• 中間目標：発電コスト20円/kWh以下を実現する要素技術の確立（2025年度末） 

• 最終目標：発電コスト14円/kWh以下を実現可能であることを明らかにする（2030年度末） 

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、太陽光発電を含む再生可能エネルギーの主力電源化を目指し、最大限導入進め
ていく必要がある中で、これまで設置が困難であった場所にも設置が可能である次世代型太陽電池のペロブスカイト太陽電池の
社会実装を目指す。 

研究開発内容③ 
 

次世代型太陽電池実証事業 

品質を安定させつつ大量生産可能な量産技術の確立に向け、研究開発内容②で確立
した各製造プロセスについて、高いスループットや高い歩留まりの実現する技術開発を行う。
また、ペロブスカイト太陽電池の特徴である軽量性・柔軟性を活かした設置方法や施工方
法等を含めた性能検証のため、フィールド実証を行い、必要に応じて検証結果を踏まえた
改良を行うことで、ペロブスカイト太陽電池の実用化を実現させ、発電コスト14円/kWh以
下を達成する。 

事業期間：2021～2030年度 事業規模： ６４８億円（2023年に498億円から増額） 

2021～2025年度 

2024～2030年度 
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グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池の開発 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 

【研究開発内容①】 

次世代型太陽電池 

基盤技術開発事業 

【研究開発内容②】 

次世代型太陽電池 

実用化事業 

【研究開発内容③】 

次世代型太陽電池 

実証事業 

１）実用サイズモジュールの製作技術の確立 
２）一定条件下で発電コスト20円/kWh以下を 
   実現する要素技術の確立 
３）テスト実証 

１）量産技術開発 
２）ユーザー企業等と連携したフィールド実証 

１）開発環境・評価設備整備 
２）新材料等の共通基盤開発 
３）評価・分析体制の構築 
４）国際標準の推進 

プロジェクトの想定スケジュール 

発電コスト14 円/kWh 以下
を実現可能であることを明らか
にする。 
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グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池の開発 

(国研) 
産業技術総合
研究所 

共通基盤技術 
提供 

積水化学工業(株)              東京大学・立命館大学 

 (株) 東芝                   東京大学・立命館大学 

(株)カネカ 

(株)エネコートテクノロジーズ            京都大学 

(株)アイシン                   東京大学 

研究開発内容①-A 研究開発内容② 研究開発内容①-B 

セルや材料に係る基盤技術 
について事業者と連携 

個別技術
提供 

個別技術
提供 

個別技術
提供 

個別技術
提供 

実施者が共通して利用可能な 
研究基盤整備、基盤技術開発 

次世代太陽電池の 
実用化技術開発 

※研究開発内容①-Bについては研究開発内容②とコンソーシアムを組み、 

研究開発内容②の中で報告する。 

プロジェクトの実施体制（①基盤技術開事業と②実用化事業） 
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・積水化学工業株式会社 ・株式会社東芝 ・株式会社エネコートテクノロジーズ 

・株式会社アイシン ・株式会社カネカ 

・国立研究開発法人産業技術総合研究所 

超軽量ペロブスカイト太陽
電池ロール・ツゥ・ロール製造
実用化技術開発 

フィルム型ペロブスカイト太陽
電池実用化に向けた材料デ
バイス設計・製造プロセス技
術開発 

設置自由度の高いペロブスカイト
太陽電池の実用化技術開発 

材料から電池製作、評価を一気通貫で行い、結晶構造・材料組成、評価など基盤技術を開発 

サイズフリー・超薄型の特長を
活かした高性能ペロブスカイト
太陽電池の実用化技術開発 

高効率・高耐久ペロブス
カイト太陽電池モジュール
の実用化技術開発 

グリーンイノベーション基金事業 
  次世代型太陽電池の開発 

※ロール・ツー・ロール製造を想定 
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グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池の開発 

薄板ガラス 

フィルム フィルム 

フィルム ガラス 

<（株）東芝> 
 メニスカス塗布法を用いて、フィルム
型の太陽電池を作製。 
エネルギー変換効率の向上と生産プ
ロセスの高速化の両立を目指す。 

<積水化学工業（株）> 
ビルの壁面や耐荷重の小さい 
屋根などへの設置が可能な 
軽量で、柔軟なフィルム型 
太陽電池を開発。 

<（株）カネカ> 
 建材一体型への展開を目指し、既存のシリコン太
陽電池製造技術を活用した技術開発。 

出典：（株）カネカ 

<（株）エネコート・テクノロジーズ> 

出典：（株）エネコート・テクノロジーズ 

京大発ベンチャー 
IoT機器、建物用
などへの展開も念
頭に太陽電池を開
発。 

出典：（株）東芝 出典：積水化学工業（株） 

<（株）アイシン> 

ペロブスカイト材料
を均一に塗布する
スプレー工法の技
術を開発。 

出典：（株）アイシン 

グリーンイノベーション基金事業_次世代型太陽電池の開発 2022年度WG報告資料より引用（一部改変） 



グリーンイノベーション基金事業 
  次世代型太陽電池の開発 
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グリーンイノベーション基金事業 
  次世代型太陽電池の開発 

産構審GIプロジェクト部会（第16回，2025/03/06）報告資料より 
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グリーンイノベーション基金事業 
  次世代型太陽電池の開発 

屋外曝露計測施設 

＠立命館大学 

LAMS照度むら(NonPulse_1sun)
2024/8/26
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140 -16.5% -8.3% -4.3% -2.8% -2.4% -2.6% -2.2% -2.1% -2.1% -2.0% -2.1% -2.0% -1.8% -1.6% -1.5% -1.4% -1.5% -1.1% -1.1% -1.0% -0.8% -0.7% -0.5% -0.3% -0.2% -0.2% 0.0% -0.2% -0.1% -0.1% -0.2% -0.1% -0.3% -0.5% -0.5% -0.4% -0.3% -0.5% -0.6% -0.7% -0.7% -0.7% -0.6% -0.9% -0.7% -0.9% -1.0% -1.0% -1.3% -3.0% -7.0% 140

-15.7% -8.0% -3.8% -2.4% -2.0% -2.1% -1.8% -1.8% -1.6% -1.7% -1.6% -1.6% -1.4% -1.1% -0.9% -0.8% -0.8% -0.9% -0.6% -0.4% -0.4% -0.2% -0.1% 0.2% 0.1% 0.4% 0.5% 0.1% 0.2% 0.4% 0.3% 0.4% 0.2% 0.1% -0.1% 0.0% -0.2% -0.1% -0.4% -0.4% -0.3% -0.6% -0.8% -0.8% -0.9% -0.8% -1.1% -1.1% -1.5% -2.9% -7.1% 138

-15.6% -8.1% -4.0% -2.3% -1.9% -2.0% -1.8% -1.9% -1.7% -1.5% -1.4% -1.5% -1.2% -1.2% -1.0% -0.7% -0.7% -0.6% -0.1% -0.1% 0.0% 0.1% 0.2% 0.5% 0.5% 0.9% 0.9% 0.7% 0.9% 0.8% 0.8% 0.8% 0.5% 0.5% 0.5% 0.4% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% -0.2% -0.1% -0.3% -0.5% -0.4% -0.7% -0.7% -1.1% -2.7% -6.7% 136

-15.2% -7.8% -3.6% -1.9% -1.5% -1.6% -1.4% -1.4% -1.3% -0.9% -1.0% -1.1% -0.8% -0.6% -0.3% -0.2% -0.4% 0.2% 0.3% 0.4% 0.6% 0.8% 0.6% 1.1% 1.1% 1.3% 1.6% 1.2% 1.3% 1.4% 1.2% 1.3% 1.0% 0.9% 0.9% 0.6% 0.9% 0.6% 0.1% 0.3% 0.4% 0.0% 0.1% -0.3% -0.4% -0.2% -0.5% -0.5% -1.0% -2.7% -6.9% 134

-14.9% -7.4% -3.6% -1.9% -1.5% -1.4% -1.3% -1.1% -1.1% -1.0% -0.8% -1.0% -0.7% -0.6% -0.2% -0.2% 0.0% 0.1% 0.7% 0.5% 0.8% 0.8% 1.0% 1.1% 1.5% 1.4% 1.5% 1.4% 1.7% 1.4% 1.6% 1.5% 1.3% 1.1% 1.1% 1.0% 1.2% 0.7% 0.4% 0.7% 0.5% 0.4% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% -0.5% -0.3% -0.7% -2.3% -6.6% 132

130 -15.1% -7.3% -3.4% -1.8% -1.4% -1.4% -1.3% -1.1% -1.0% -0.9% -0.7% -0.8% -0.4% -0.4% -0.1% -0.1% 0.1% 0.3% 0.5% 0.8% 0.8% 1.1% 1.3% 1.6% 1.6% 2.0% 2.0% 1.7% 1.8% 1.8% 1.7% 1.6% 1.4% 1.3% 1.5% 1.0% 1.0% 0.8% 0.6% 0.7% 0.6% 0.4% 0.3% -0.1% -0.1% -0.1% -0.4% -0.4% -0.8% -2.4% -6.9% 130

-14.8% -7.4% -3.4% -1.8% -1.4% -1.6% -1.5% -1.2% -0.8% -0.8% -0.7% -0.8% -0.5% -0.2% 0.0% 0.1% 0.1% 0.2% 0.7% 0.8% 1.1% 1.2% 1.3% 1.4% 1.8% 1.9% 2.0% 1.8% 1.9% 1.9% 1.7% 1.8% 1.5% 1.3% 1.3% 1.1% 0.9% 0.7% 0.5% 0.5% 0.5% 0.2% 0.1% 0.1% -0.3% -0.2% -0.3% -0.4% -1.0% -2.8% -7.0% 128

-14.7% -7.4% -3.4% -1.7% -1.5% -1.4% -1.2% -0.9% -0.9% -0.8% -0.6% -0.7% -0.5% -0.2% -0.1% 0.1% 0.1% 0.4% 0.8% 1.0% 1.1% 1.5% 1.5% 1.7% 2.1% 2.0% 2.3% 1.9% 2.3% 2.1% 2.0% 2.2% 1.7% 1.5% 1.4% 1.2% 1.1% 0.8% 0.7% 0.7% 0.6% 0.6% 0.3% 0.0% -0.1% 0.0% -0.3% -0.4% -0.9% -2.6% -7.1% 126

-14.4% -7.4% -3.1% -1.7% -1.3% -1.2% -1.2% -1.0% -0.8% -0.7% -0.7% -0.7% -0.4% -0.3% -0.1% 0.2% 0.3% 0.5% 0.9% 1.0% 1.2% 1.3% 1.3% 1.6% 2.0% 1.9% 2.2% 2.0% 2.0% 2.0% 1.9% 2.1% 1.8% 1.5% 1.5% 1.3% 1.2% 1.3% 0.9% 0.7% 0.6% 0.7% 0.6% 0.2% 0.0% 0.0% -0.2% -0.2% -0.7% -2.4% -6.9% 124

-14.3% -7.2% -3.3% -1.6% -1.3% -1.3% -1.0% -1.0% -0.8% -0.7% -0.4% -0.6% -0.2% -0.1% 0.0% 0.2% 0.1% 0.5% 0.7% 0.9% 1.1% 1.4% 1.3% 1.4% 1.8% 1.8% 1.8% 1.8% 1.8% 1.8% 1.9% 2.1% 1.8% 1.5% 1.4% 1.3% 1.3% 1.0% 0.7% 0.5% 0.6% 0.5% 0.4% 0.3% 0.1% 0.0% -0.1% -0.2% -0.7% -2.4% -7.0% 122

120 -14.4% -7.3% -3.3% -1.7% -1.2% -1.2% -1.2% -1.3% -0.8% -0.6% -0.8% -0.6% -0.5% -0.3% 0.0% 0.0% 0.2% 0.2% 0.8% 0.8% 1.0% 1.2% 1.0% 1.0% 1.8% 1.8% 1.8% 1.7% 1.8% 1.9% 1.8% 1.7% 2.0% 1.5% 1.5% 1.4% 1.2% 1.0% 0.6% 0.6% 0.5% 0.4% 0.2% 0.2% -0.1% -0.1% 0.0% -0.4% -0.7% -2.5% -7.0% 120

-14.3% -7.1% -3.1% -1.5% -1.3% -1.3% -1.1% -1.0% -0.8% -0.6% -0.5% -0.4% -0.3% 0.0% -0.1% 0.3% 0.2% 0.6% 1.0% 1.2% 1.5% 1.5% 1.4% 1.5% 1.8% 2.0% 1.9% 1.5% 1.8% 2.0% 1.8% 1.9% 1.7% 1.2% 1.4% 1.2% 1.4% 0.9% 0.8% 0.8% 0.8% 0.6% 0.7% 0.4% -0.1% 0.2% 0.2% -0.2% -0.6% -2.1% -6.6% 118

-14.2% -7.0% -3.0% -1.4% -1.2% -1.3% -1.1% -1.0% -0.9% -0.9% -0.8% -0.7% -0.3% -0.1% 0.1% 0.3% 0.1% 0.6% 0.7% 0.8% 1.1% 1.1% 1.2% 1.3% 1.6% 1.7% 1.5% 1.4% 1.7% 1.9% 1.7% 1.7% 1.5% 1.5% 1.4% 1.4% 1.0% 1.1% 0.8% 0.5% 0.5% 0.3% 0.4% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% -0.1% -0.4% -2.2% -6.8% 116

-14.3% -7.2% -3.2% -1.6% -1.4% -1.4% -1.3% -1.1% -1.0% -0.9% -0.8% -1.0% -0.6% -0.5% -0.2% -0.1% 0.0% 0.4% 0.4% 0.4% 0.7% 0.8% 0.8% 0.9% 1.1% 0.9% 1.3% 0.9% 1.2% 1.3% 1.5% 1.6% 1.5% 1.1% 1.3% 1.1% 1.1% 0.9% 0.4% 0.6% 0.5% 0.4% 0.3% -0.1% -0.1% -0.2% -0.1% -0.1% -0.6% -2.2% -6.8% 114

-14.1% -7.2% -3.3% -1.8% -1.5% -1.6% -1.4% -1.3% -1.2% -1.2% -1.2% -1.0% -0.7% -0.6% -0.5% -0.1% -0.3% -0.2% 0.2% 0.2% 0.5% 0.5% 0.3% 0.5% 0.9% 0.5% 1.2% 0.7% 1.1% 1.1% 1.3% 1.3% 1.4% 0.9% 1.1% 0.8% 0.9% 0.4% 0.5% 0.4% 0.3% 0.3% 0.2% -0.2% -0.2% -0.4% -0.4% -0.4% -0.8% -2.2% -6.9% 112

110 -13.9% -7.1% -3.1% -1.6% -1.5% -1.4% -1.5% -1.5% -1.2% -1.1% -1.0% -1.0% -0.8% -0.7% -0.6% -0.2% -0.3% -0.2% 0.2% 0.1% 0.4% 0.5% 0.5% 0.7% 0.7% 1.0% 0.8% 0.6% 0.9% 1.0% 1.0% 1.1% 0.9% 0.8% 0.6% 0.7% 0.6% 0.3% 0.1% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% -0.3% -0.3% -0.3% -0.4% -0.4% -0.6% -2.1% -6.7% 110

-13.7% -6.6% -2.8% -1.5% -1.2% -1.3% -1.2% -1.2% -1.1% -1.2% -0.8% -1.0% -0.7% -0.6% -0.6% 0.0% -0.3% -0.2% 0.2% 0.2% 0.4% 0.5% 0.4% 0.9% 0.7% 1.0% 1.1% 0.9% 1.0% 1.1% 1.0% 1.1% 1.1% 0.8% 1.1% 0.8% 0.8% 0.6% 0.4% 0.4% 0.4% 0.1% 0.0% -0.3% -0.3% 0.0% 0.2% -0.1% -0.3% -1.7% -6.5% 108

-13.7% -6.6% -2.9% -1.4% -1.3% -1.5% -1.5% -1.3% -1.1% -1.2% -0.9% -1.1% -1.1% -1.0% -0.8% -0.5% -0.5% -0.3% -0.2% 0.0% 0.1% 0.2% 0.3% 0.3% 0.6% 0.6% 0.8% 0.5% 0.6% 1.0% 0.7% 0.8% 0.7% 0.6% 0.8% 0.8% 0.7% 0.4% 0.3% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% -0.4% -0.4% -0.1% 0.0% 0.0% -0.1% -1.6% -6.4% 106

-13.9% -6.7% -2.9% -1.6% -1.3% -1.3% -1.4% -1.4% -1.3% -1.4% -1.3% -1.4% -1.2% -1.0% -0.9% -0.8% -0.9% -0.6% -0.3% -0.3% 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 0.2% 0.3% 0.4% 0.3% 0.5% 0.6% 0.7% 0.8% 0.5% 0.3% 0.5% 0.3% 0.3% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% -0.1% -0.1% -0.1% -0.4% -0.2% -0.2% -0.1% -0.3% -1.6% -6.4% 104

-13.8% -6.7% -2.9% -1.3% -1.1% -1.4% -1.4% -1.5% -1.4% -1.4% -1.4% -1.3% -1.1% -1.1% -1.0% -0.8% -0.7% -0.7% -0.6% -0.4% -0.3% -0.2% -0.1% 0.2% 0.1% 0.3% 0.3% 0.1% 0.2% 0.4% 0.2% 0.3% 0.2% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% -0.1% 0.0% -0.1% -0.1% -0.3% -0.2% -0.2% -0.1% 0.1% -0.1% -1.5% -6.2% 102

100 -13.7% -6.4% -2.7% -1.1% -1.3% -1.4% -1.5% -1.4% -1.4% -1.4% -1.5% -1.4% -1.2% -1.2% -1.2% -1.1% -0.9% -1.1% -0.8% -0.6% -0.4% -0.4% -0.2% -0.3% 0.1% 0.0% 0.1% -0.1% 0.0% 0.1% -0.1% 0.1% 0.0% -0.1% 0.0% 0.2% 0.1% 0.0% -0.3% -0.2% -0.1% -0.2% -0.3% -0.3% -0.3% 0.0% 0.0% 0.2% 0.1% -1.5% -6.2% 100

-13.9% -6.6% -2.5% -1.0% -0.9% -1.1% -1.3% -1.4% -1.3% -1.3% -1.3% -1.3% -1.3% -1.1% -1.1% -0.9% -0.9% -1.0% -0.6% -0.7% -0.6% -0.5% -0.5% -0.3% 0.0% -0.1% 0.1% -0.1% 0.1% 0.1% 0.0% -0.1% -0.1% -0.2% -0.1% -0.1% -0.1% -0.2% -0.4% -0.1% 0.0% -0.1% -0.3% -0.2% -0.2% 0.1% 0.2% 0.4% 0.2% -1.2% -6.3% 98

-13.9% -6.6% -2.5% -1.2% -0.9% -1.1% -1.4% -1.4% -1.4% -1.5% -1.5% -1.6% -1.5% -1.6% -1.2% -1.1% -1.3% -1.4% -1.2% -0.9% -0.8% -0.6% -0.7% -0.5% -0.4% -0.4% -0.4% -0.4% -0.4% -0.2% -0.3% -0.1% -0.2% -0.5% -0.2% -0.3% -0.3% -0.2% -0.2% -0.4% -0.3% -0.2% -0.2% -0.3% -0.1% 0.0% 0.2% 0.4% 0.1% -1.2% -6.4% 96

-14.2% -6.9% -2.8% -1.2% -0.8% -1.2% -1.5% -1.6% -1.6% -1.7% -1.7% -1.9% -1.8% -1.7% -1.5% -1.4% -1.6% -1.5% -1.4% -1.2% -1.0% -1.2% -1.0% -0.7% -0.7% -0.7% -0.5% -0.6% -0.5% -0.6% -0.5% -0.5% -0.6% -0.8% -0.4% -0.5% -0.4% -0.3% -0.7% -0.5% -0.4% -0.4% -0.1% -0.3% -0.1% 0.2% 0.5% 0.8% 0.7% -1.1% -6.6% 94

-14.8% -7.5% -3.4% -2.0% -1.8% -1.8% -2.0% -2.0% -2.0% -2.1% -2.2% -2.5% -2.4% -2.4% -2.0% -2.1% -2.2% -2.1% -1.8% -1.9% -1.8% -2.0% -1.9% -1.5% -1.5% -1.3% -1.2% -1.1% -1.4% -1.3% -1.2% -1.1% -1.2% -1.3% -1.2% -1.0% -1.1% -1.1% -1.2% -1.1% -0.7% -0.8% -0.7% -0.5% -0.3% 0.0% 0.3% 0.6% 0.3% -1.3% -7.2% 92

90 -17.6% -10.5% -6.3% -5.0% -4.4% -4.4% -4.4% -4.6% -4.6% -4.7% -4.9% -4.8% -5.0% -5.0% -4.9% -4.6% -4.9% -4.9% -4.8% -4.6% -4.4% -4.3% -4.2% -4.1% -3.8% -3.7% -3.7% -3.9% -3.8% -3.4% -3.6% -3.5% -3.7% -3.8% -3.8% -3.5% -3.4% -3.4% -3.3% -3.1% -3.0% -2.8% -2.8% -2.6% -2.2% -1.8% -1.5% -1.3% -1.6% -3.3% -8.9% 90

-24.8% -18.8% -15.0% -13.4% -12.7% -12.6% -12.5% -12.4% -12.1% -12.2% -11.9% -12.3% -12.1% -11.9% -12.0% -11.9% -11.8% -11.8% -11.6% -11.5% -11.3% -11.1% -11.0% -10.8% -10.7% -10.5% -10.4% -10.3% -10.2% -9.9% -9.9% -9.6% -9.9% -9.9% -9.6% -9.5% -9.5% -9.2% -9.2% -9.0% -8.9% -8.8% -8.6% -8.3% -8.1% -7.9% -7.9% -7.2% -7.6% -9.2% -14.5% 88
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1.5% ～ 2.0%

1.0% ～ 1.5%

0.5% ～ 1.0%

0.0% ～ 0.5%

-0.5% ～ 0.0%

-1.0% ～ -0.5%

-1.5% ～ -1.0%

-2.0% ～ -1.5%

-2.5% ～ -2.0%

-3.0% ～ -2.5%

-3.5% ～ -3.0%

-4.0% ～ -3.5%

-4.5% ～ -4.0%

メッシュなし

照度分布 
空間むら 

モジュール用MPPT計測システムの構築（照度空間分布＠基準面） 

40cmx40cm 

80cm x 40 cm

⊿E ＝ ± 1.35%⊿E ＝ ± 2.01%

80cm x 40 cm

80cmx40cm 

改良前 改良後 

改良後 

セル自動作製システム モジュール性能評価系(現有)の改良； 
測定可能なモジュールサイズの拡張 
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「次世代型太陽電池の開発」 
プロジェクトにおける取組の追加について 

2025年７月 

資源エネルギー庁 

新エネルギー課 

第12回 産構審GIプロジェクト部会 グリーン電力の普及促進等分野WG（2025.7.23）資料より 



タンデム型ペロブスカイト太陽電池の 
取組に関する追加拡充 

第12回 産構審GIプロジェクト部会 グリーン電力の普及促進等分野WG（2025.7.23）資料より 



ペロブスカイト太陽電池 

太陽光のスペクトル 

タンデム型ペロブスカイト太陽電池とは 

ペロブスカイト 

ヘテロ接合型シリコン 

結晶シリコ
ン 

OPV 

CIGS 

CdTe 

セルの変換効率（最高記録）の推移について 

 タンデム型ペロブスカイト太陽電池とは、吸収波長帯の異なる材料を積層させ、高効率な光電変換を行う太陽電
池。従来のシリコン太陽電池と比べると変換効率が1.5～2倍程度になる次世代技術。 

 ボトムセルは、結晶シリコンが最も研究開発が進んでいるものの、ペロブスカイト太陽電池やCIGS（カルコパイラ
イト）等の多様な素材で、研究開発が進められている。 

タンデム型 
（ペロ/Si） 

ペロブスカイト/シリコン 
タンデム型太陽電池の例 

20 

出典： 
（株）カネカ提供資料を一部加工 

出典： 
NRELBestResearch-
CellEfficiencyChart 
を一部加工 

第12回 産構審GIプロジェクト部会 グリーン電力の普及促進等分野WG（2025.7.23）資料より 



タンデム型ペロブスカイト太陽電池の取組追加について 

 タンデム型ペロブスカイト太陽電池は国内外で研究開発が激化しており、早期の実用化を進めることが重要である
ことから、今年度より【研究開発内容④】次世代型タンデム太陽電池量産技術開発実証事業を追加。 

 また、【研究開発内容①】次世代型太陽電池基盤技術開発事業においても、量産に資するタンデム化技術の
開発を追加し、これまでの取組と連携して進めることで、社会実装を目指す。 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 

【研究開発内容①】 
次世代型太陽電池 
基盤技術開発事業 

【研究開発内容②】 
次世代型単接合太陽
電池実用化事業 

【研究開発内容③】 
次世代型単接合太陽
電池実証事業 

【研究開発内容④】 
次世代型タンデム太
陽電池量産技術実証
事業 

１）製造技術の確立 

２）製品の大型プロトタイプ開発（TRL：5） 

 ※太陽電池の性能を満たす技術の確立 

１）最終プロトタイプ開発（TRL：６） 

 ※最終製品として性能を含む仕様を満たす技術の確立 

２）実証試験（TRL：７） 

 ※最終製品として性能・仕様を実証的に立証 

１）製造技術の確立 
 ※太陽電池の性能を満たす技術の確立 

２）製品化を想定した最終プロトタイプ開発（TRL：６） 
 ※最終製品として性能を含む仕様を満たす技術の確立 

３）実証試験（TRL：７） 
 ※最終製品として性能・仕様を実証的に立証 

１）開発環境・評価設備整備 
２）新材料等の共通基盤開発 

３）評価・分析体制の構築 
４）国際標準の推進（2024年度から追加） 
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５）タンデム化技術開発 

第12回 産構審GIプロジェクト部会 グリーン電力の普及促進等分野WG（2025.7.23）資料より 



22 
出典：経済産業省「次世代型太陽電池戦略」（2024年11月） 



次世代型太陽電池戦略（令和6年11月） 

23 出典：経済産業省「次世代型太陽電池戦略」（2024年11月） 




